
                        

◯
…
新
書
大
賞
２
０
１
４
第
１
位
の

「
里
山
資
本
主
義
—
日
本
経
済
は
“
安

心
の
原
理
”
で
動
く
」、
藻
谷
浩
介
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
広
島
取
材
班
著
。
角
川
書
店
。
そ

れ
に
続
く
「
里
海
資
本
論
、
日
本
社
会

は
“
共
生
の
原
理
”
で
動
く
」。
井
上
恭

介
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
里
海
」
取
材
班
著
。
角

川
新
書
。
先
行
き
不
安
の
声
ば
か
り
聞

こ
え
る
中
で
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る

著
作
だ
。
マ
ネ
ー
資
本
主
義
の
限
界
を

何
と
な
く
感
じ
て
い
た
が
、
我
々
が
生

き
て
い
く
の
に
必
要
な
の
は
水
と
食
料

と
燃
料
で
あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識

す
れ
ば
突
破
口
は
開
け
る
。
岡
山
県
真

庭
市
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
例
を
見
れ

ば
、
北
海
道
で
も
、
こ
の
地
域
で
も
、

取
り
組
め
る
切
り
口
は
出
て
く
る
。
更

に
里
山
か
ら
里
海
へ
。
瀬
戸
内
海
の
再

生
で
注
目
さ
れ
た
「
人
が
手
を
加
え
る

こ
と
で
海
を
健
康
に
し
豊
か
に
す
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
」
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
М
Ｉ
の
概
念

が
、
地
球
の
限
界
を
救
う
モ
デ
ル
だ
と

い
う
。
先
行
き
不
安
か
ら
希
望
の
持
て

る
２
０
１
６
年
に
繋
げ
る
た
め
の
２
冊

に
な
っ
た
。 

◯
…
今
年
も
年
の
瀬
、
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
今
年
読

ん
だ
本
を
少
し
紹
介
し
た
い
。
自
分
の

好
み
丸
出
し
で
何
の
参
考
に
も
な
ら
な

い
が
、
お
許
し
を
。 

◯
…
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た
筒
井
康
隆
。

学
生
時
代
は
手
当
た
り
次
第
に
挑
戦
し

た
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
ご
く

た
ま
に
し
か
手
に
し
な
く
な
っ
た
。
笑

い
だ
け
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
笑
う
感
性
が
自
分
自
身
の
中
で
変

わ
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
。「
世
界
は
ゴ
冗

談
」
、
新
潮
社
刊
と
、
そ
れ
に
続
く
新
潮

１
０
月
号
「
モ
ナ
ド
の
領
域
」。
最
高
傑

作
に
し
て
、
お
そ
ら
く
は
最
後
の
長
編
、

と
い
う
フ
レ
コ
ミ
通
り
に
楽
し
ん
だ
。 

◯
…
近
年
お
気
に
入
り
が
奥
田
英
朗
。

シ
リ
ア
ス
な
も
の
も
い
い
が
、
普
通
の

人
を
普
通
に
描
く
の
が
な
ん
と
も
言
え

ず
い
い
。
「
我
が
家
の
ヒ
ミ
ツ
」
、
集
英

社
。
「
ナ
オ
ミ
と
カ
ナ
コ
」
、
幻
冬
舎
。

「
田
舎
で
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
」、
角
川
書

店
。
そ
れ
と
「
延
長
戦
に
入
り
ま
し
た
」
、

幻
冬
舎
文
庫
は
２
０
０
２
年
に
出
て
大

笑
い
し
た
記
憶
が
有
り
、
書
店
で
新
装

再
版
を
見
つ
け
て
ま
た
買
っ
て
、
ま
た

大
笑
い
。
も
う
古
い
話
に
な
っ
た
の
に

ま
だ
笑
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
冗
談

の
通
じ
る
人
に
オ
ス
ス
メ
。 

◯
…
好
き
な
作
家
と
言
え
ば
黒
川
博

行
も
。「
国
境
」
が
凄
く
印
象
に
残
っ
て

い
る
が
、
昨
年
、「
破
門
」
で
直
木
賞
を

受
賞
。
受
賞
第
１
作
「
後
妻
業
」
を
読

ん
で
こ
ん
な
世
界
も
あ
る
ん
だ
と
思
っ

て
い
た
ら
、
す
ぐ
小
説
通
り
、
そ
の
も

の
の
事
件
が
起
こ
っ
て
新
聞
テ
レ
ビ
を

賑
わ
せ
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
次
の
「
勁

草
」
、
徳
間
書
店
、
で
も
オ
レ
オ
レ
詐
欺

の
実
態
に
迫
っ
て
い
る
。 

◯
…
警
察
小
説
の
分
野
で
は
北
海
道

出
身
の
佐
々
木
譲
と
今
野
敏
が
双
璧
。

今
野
敏
は
函
館
ラ
・
サ
ー
ル
高
校
の
６

期
後
輩
。
地
方
の
中
学
校
か
ら
ラ
・
サ

ー
ル
に
進
ん
だ
体
験
が
感
覚
的
に
よ
く

分
か
る
。
自
伝
エ
ッ
セ
イ
の
ハ
ル
キ
文

庫
「
流
行
作
家
は
伊
達
じ
ゃ
な
い
」
に

は
な
ぜ
か
同
級
生
の
兄
と
言
う
こ
と
で
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僕
の
同
級
生
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
元

岡
一
英
が
出
て
き
た
。
初
の
青
春
学
園

ミ
ス
テ
リ
ー
「
寮
生
、
１
９
７
１
年
、

函
館
。」は
正
に
我
が
母
校
を
舞
台
に
し

て
い
る
。
僕
は
３
年
間
、
下
宿
生
活
だ

っ
た
の
で
寮
生
活
は
体
験
し
て
い
な
い

が
、
小
説
に
は
遺
愛
や
白
百
合
な
ど
函

館
の
女
子
高
と
か
も
出
て
き
て
懐
か
し

さ
満
載
だ
。 

◯
…
読
ん
だ
順
番
は
忘
れ
た
が
印
象

に
残
っ
た
の
は
、
東
京
プ
リ
ズ
ン
で
注

目
さ
れ
た
赤
坂
真
理
の
「
愛
と
暴
力
の

戦
後
と
そ
の
後
」
、
講
談
社
現
代
新
書
。

「
永
続
敗
戦
論
、
戦
後
日
本
の
核
心
」

で
注
目
さ
れ
た
白
井
聡
が
笠
井
潔
と
討

論
し
た「
日
本
劣
化
論
」
、ち
く
ま
新
書
。

宮
本
民
俗
学
の
代
表
作
と
言
わ
れ
る
宮

本
常
一
「
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
」
、
岩
波

文
庫
、
な
ど
な
ど
。 

○
・
・
・
年
齢
と
共
に
身
体
も
あ
ち

こ
ち
ガ
タ
が
来
て
る
が
、
何
と
か
来
年

も
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
お
届
け
し
た
い
。

ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
。 

 


